１２ 「使用する種苗」      【　　　　 　年】
（農家名                     ）
	作物名
（品種名）
	種
・
苗
	入手先
	入手量
	種子の区分
	やむを得ず非有機の種苗を使用する理由
※非有機の種苗は使用された農薬、肥料があれば記載

	
	
	
	使用量
	
	

	
 (            )
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	

	
(　　　　　　)
	種
・
苗
	
	
	有　機
・
非有機
	

	
	
	
	
	
	


種子及び苗等の遺伝子組換えの有無【□有・□無】 
· 当該年に有機ほ場で栽培する作物は全て記載する。緑肥、障壁作物や前年播種・定植した作物（タマネギ、ニンニク、麦類など）も記載する。
· 各項目を記入又は○で囲む。（□は該当するものに✓する）
※「入手先」は購入店名等を記載する。（自家採種の場合は「自家産」と記載する）
※「使用量」は有機栽培に使用した数量又は重量、容積等を記載する。(単位も記載する)

１２-２ 「育苗管理表」      【　　        年】
（農家名                     ）
	作物名
	

	育苗を行った者（○で囲む）
	自　分　　委　託（委託先：　　　　　　　　）


【育苗場所】（該当する項目を☑又は○で囲む）
	施設（ほ場）名：
	所在地：

	場所の種別
	１ 有機栽培ほ場である
（申請中含む）
	２ 有機育苗専用である

	
	３ 非有機栽培の育苗と併用
	４ 苗以外の作物を栽培することがある

	
	５ 機械・資材置き場として使用
	６ その他（　　　　                 　　）

	１又は２以外の場合：  使用禁止資材の使用（農薬・化学肥料等）  [ □有・□無 ]


※ 「場所の種別」は、育苗期以外の管理についても記載する。
【育苗培土等】（該当する箇所を○で囲む又は☑する）
	用　土
	１ 自家採取の山土等
	２ 購入の山土
	３ 有機認証(又は申請)ほ場の土

	
	４ 購入育苗用培土
	５ その他の材料（　   　　　　　　　　　　　　）

	用土採取場所の使用禁止物質飛来・流入の確認
（過去２年以上）
	□  確認した

	
	□  確認していない

	水稲の塩水選の塩の確認
	□ 確認済　   □ 未確認     □ 該当なし

	用　水
	水道水／地下水／河川水／水田の（用水・排水）／その他（　　　　　　）


【作業内容】　ほ場に定植するまでの期間
（育苗終了後に他の作物を栽培した場合も、作物名、栽培期間、使用資材がわかるように記載する）

	作業日
	作業名
	使用機械・器具
	使用資材(育苗培土・肥料、農薬等)

	
	
	機械・器具名
	洗浄日
	資材名
	使用量

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


· 年ごとに作成する。（申請時は認証に必要な年数分作成する）
· 育苗場所や資材等が同じ場合は複数の作物を一括して記載してもよい。
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１３Ａ「栽培履歴（生産行程管理記録表）」 （1作物 - 1ほ場用）
	整理番号
	
	

	生産行程管理者名
	生産行程管理担当者
	生産行程管理責任者確認

	名称  

	氏名

	氏名

	



	年　次
　　      年
	作業状況
	使用資材

	
	作業日
	作業名
	使用機械・器具
	肥料・土壌改良資材、農薬、その他資材

	
	
	
	機械・器具名
	清掃・洗浄日
	資材名
	使用量

	ほ場の名称
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	作物名
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	作付面積（a）
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	収穫量
	
	
	
	
	
	

	ｋｇ
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	(緩衝地帯の収穫量)
	
	
	
	
	
	

	ｋｇ
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 「作付面積」の欄は、面積の把握が困難な場合植付けた「株数」等を記載する。
· 作業が複数日にわたる場合は、○月△日～○月□日（〇/△～〇/□）のように記載する。
· 外部委託の作業がある場合についても、委託先から機械の使用や清掃・洗浄の記録を入手し記載する。
· 収穫以降の作業（乾燥調製、農産物の洗浄、精米、緩衝地帯の刈り分けも含む）についても記載する。

１３Ａ「栽培履歴（生産行程管理記録表）」 （1作物 - 1ほ場用）
	整理番号
	
	

	生産行程管理者名
	生産行程管理担当者
	生産行程管理責任者確認

	名称

	氏名

	氏名

	



	年　次
　　       年
	作業状況
	使用資材

	
	作業日
	作業名
	使用機械・器具
	肥料・土壌改良資材、農薬、その他資材

	
	
	
	機械・器具名
	清掃・洗浄日
	資材名
	使用量

	ほ場の名称
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	作物名
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	作付面積（a）
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	収穫量
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	ｋｇ
	
	
	
	
	
	

	(緩衝地帯の収穫量)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	ｋｇ
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 「作付面積」の欄は、面積の把握が困難な場合植付けた「株数」等を記載する。
· 作業が複数日にわたる場合は、○月△日～○月□日（〇/△～〇/□）のように記載する。
· 外部委託の作業がある場合についても、委託先から機械の使用や清掃・洗浄の記録を入手し記載する。
· 収穫以降の作業（乾燥調製、農産物の洗浄、精米、緩衝地帯の別刈りも含む）についても記載する。


１３Ｂ「栽培履歴（生産行程管理記録表）」 （1作物 - 複数ほ場用）

		　　         年



		作物名：




	生産行程管理者名
	生産行程管理担当者
	生産行程管理責任者確認

	名称

	氏名

	氏名

	



	ほ場番号－ほ場名（ほ場一覧に全ほ場の通し番号が入っている場合は記載不要）

	1-
2-
3-
4-
5-
	
	6-
7-
8-
9-
10-
	
	11-
12-
13-
14-
15-
	
	16-
17-
18-
19-
20-
	



	作業内容
	使用資材

	作業日
	作業名
	ほ場番号
	使用機械・器具
	肥料・土壌改良剤、農薬、その他

	
	
	
	機械・器具名
	洗浄日
	資材名
	使用量

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 作業が複数日にわたる場合は、○月△日～○月□日（〇/△～〇/□）のように記載する。
· 外部委託の作業がある場合についても、委託先から機械の使用や清掃・洗浄の記録を入手し記載する。
· 収穫以降の作業（乾燥調製、農産物の洗浄、精米、緩衝地帯の別刈りも含む）についても記載する。
· 収穫量（別刈りも含む）は様式「１３ 収穫量」に記載する。

１３Ｃ「栽培履歴（生産行程管理記録表）」 （複数作物 - １ほ場用）
		　　         年



		ほ場名：




	生産行程管理者名
	生産行程管理担当者
	生産行程管理責任者確認

	名称

	氏名

	氏名

	



	作物ごとの栽培面積（面積の把握が困難な場合は、「株数」等を記入する）　
（タマネギ等年を越えて栽培する品目は収穫年を記載する）

	【記載例】 ダイコン
	5ａ
	
	
	
	

	【例】タマネギ（R5年収穫）
	2ａ
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



	作業内容
	使用資材

	作業日
	作業名
	作物名
	使用機械・器具
	肥料・土壌改良剤、農薬、その他

	
	
	
	機械・器具名
	洗浄日
	資材名
	使用量

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 作業が複数日にわたる場合は、○月△日～○月□日（〇/△～〇/□）のように記載する。
· 外部委託の作業がある場合についても、委託先から機械の使用や清掃・洗浄の記録を入手し記載する。
※  収穫以降の作業（乾燥調製、農産物の洗浄、精米、緩衝地帯の別刈りも含む）についても記載する。
· 収穫量（別刈りも含む）は様式「１３ 収穫量」に記載する。

「１３ 収穫量」 【　　       年】
【収穫量一覧】   （作物毎の年間合計の収穫量を記載する）
	生産ほ場
（複数まとめ可）
	作物名
（作物毎）
	収穫量
	非有機の収穫量
(緩衝地帯の別刈り等)
	備考

	
	
	ｋｇ

	ｋｇ

	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※ 栽培履歴の１３Ｂ及びＣを使用する場合は収穫量をこの様式に記載する
※ 複数のほ場をまとめて収穫している場合は、合計の収穫量を記載してもよい。

１３－２「使用資材の内容」　    【　　　　 　年】
１　農　薬
	農薬名
	購入先
	製造会社名
	対象とする病害虫の発生状況

	


	
	
	


２　肥料、土壌改良資材及び堆肥等（ほ場に使用する資材だけでなく、育苗時に使用する物も記載する）
	資材名
	購入先
	製造会社名
	使用目的

	







	
	
	


３　その他資材（農薬や土壌改良・肥料以外の資材：塩水選の塩、マルチ資材、きのこ栽培で使用した菌床等の資材もここに記載する）
	資材名
	購入先
	製造会社名
	使用目的

	



	
	
	


４　堆肥等自家製造資材の原料・製造方法
	資材名
	原材料
	入手先（購入先）
	製造方法
	使用目的

	







	
	
	
	


※　購入資材は、製造工程が分かる証明書等を製造メーカーから入手し添付すること。（発行した日付及び製造メーカーの押印のあるもの）
※　自家製造堆肥やボカシ肥料等についても、原料と入手先、製造方法（工程）を具体的に記載すること。

１４「年間作付け計画」   【　　    年】
（農家名                     ）
	作物名
	

	品種名
	

	
栽培場所
（ほ場の名称）

	






	栽培面積（ａ）
	

	播種時期
	

	定植時期
	

	
使用予定資材

	










	収穫開始時期
	

	収穫終了時期
	

	計画出荷量
（出荷先）
	




※栽培品目が多い場合など、欄を罫線で区切り複数の品目を記入してもかまいません。 
※時期については「○月〇日～△月△日」や「○月上旬」等と記入する。


１５　「有機農産物　格付記録表（JAS証票管理簿）」　　【　　　　年、　　　／　　　ページ】
	ＪＡＳ証票
【作成】
	格付
月日
	生産ほ場
名称又は番号
	作物名
ロット番号等
	格付個数（Ａ）
	1袋(箱)
の重量
（Ｂ）
	格付量
Ａ×Ｂ
	ＪＡＳ証票
【使用】
	確認欄
[適合：☑]
	選別・調製機械等の清掃記録
	備考
(出荷先など)
	格付担当者
押印
(サイン)

	
	枚数
	
	
	
	
	
	
	枚数
	在庫数
	履歴
	混汚
	表示
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	□
	□
	□
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（※汚損又は破損などにより、ＪＡＳ証票を廃棄した場合は、「ＪＡＳ証票【使用】」欄に廃棄した枚数、「備考」欄に廃棄理由を記載する。）
【確認欄】履歴：栽培履歴等による生産行程の確認、混汚：農産物の混合・汚染防止の確認、表示：名称、JASマーク、品質表示基準等の確認


